
（様式２） No.１ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年４月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

環境生活部 放射線対策室

福祉部 こども課

教育委員会事務局 健康教育課

付議区分 予 定

付議事項 ゲルマニウム半導体検出器の運用について

事案要旨 １ 趣旨

今年度から，ゲルマニウム半導体検出器による給食食材等の放射能検査を

開始します。

２ 運用開始日 平成25年４月26日（金）から

３ 検査内容

ゲルマニウム半導体検出器を使用した給食食材等の放射能検査

※従来のNaIシンチレーション式測定器による食品放射能検査も継続。

４ ゲルマニウム半導体検出器による検査・使用体制

(１) 健康教育課 13:00～15:00 １日１給食センター

各給食センター毎に，１人分丸ごとの食材１週間分（検査日の前週，月曜

～金曜までの５食分）をまとめて１検体とし，翌週に検査する。

(２) こども課 15:00～17:00 １日１保育所

各保育所毎に，食材１週間分（検査前日までの５日分）をまとめて１検体

とし，翌日に検査する。

(３) その他 9:00～12:00 機器メンテ及び農産物，水の測定

線源校正や冷却用液体窒素の補充等，機器のメンテナンスを行うと共に，

市民から農産物及び飲料水の検査依頼があった場合，これらの検査を行

う。

５ 検査結果の公表

測定後，検査結果については当日中に市ホームページで公表する。



（様式２） No.２
公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年４月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

環境生活部 危機管理課

付議区分 予 定

付議事項 つくば市と世田谷区との大規模災害における相互応援に関する協定の締結につ

いて

事案要旨 １ 目的

つくば市又は世田谷区において大規模な災害が発生した場合に，それぞれ

の自治体が相互に応援を行うことを目指し，協定を締結する。

２ 調印予定日時 平成25年５月21日（火）午前11時00分から11時30分

３ 調印会場 つくば市役所 ５階庁議室

４ 調印者 つくば市 市長 市原 健一

世田谷区 区長 保坂 展人（ほさか のぶと）

５ 協定内容

食料や飲料水，生活必需物資の提供，被災者の救出，医療活動，その他必

要な資機材の提供などの災害時の基本的な相互応援について締結する。

※調印式終了後，市原市長・保坂区長によるセグウェイ試乗及びモビリティ

ロボット特区打合せを予定



（様式２） No.３ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年４月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

環境生活部 危機管理課

付議区分 予 定

付議事項 竜巻災害報告会について

事案要旨 １ 目 的

竜巻災害から1年の節目となることから，犠牲者への追悼，市の復旧状況

や戸別訪問の結果等について報告する。また，被害の一番大きかった北条地

区の歴史について再確認するとともに，災害による被害を最小限にするた

め，防災に関する講演会を実施し，市民の防災意識の高揚及び防災に対する

知識の向上を図る。

２ 日 時 平成25年５月６日(月) 午後１時30分から４時00分

３ 会 場 市民ホールつくばね

４ 対 象 竜巻被災地域住民 約200名予定

５ 出席者 国・県の防災担当者，県議会議員，市議会議員

市長，両副市長，教育長，各部局長等

６ 報 告 竜巻災害の復旧状況，個別訪問結果への対応状況について

７ 講 演

（１）「北条の歴史について」 講師：郷土歴史研究家 井坂敦實氏

（２）「これからの防災」 講師：独立行政法人 防災科学技術研究所

客員研究員 坪川博彰氏



（様式２） No.４ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年４月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

経済部 観光物産課

付議区分 予 定

付議事項 筑波研究学園都市50周年記念事業 つくばフェスティバル2013の開催について

事案要旨 １ 概要

今年度のつくばフェスティバルは研究学園都市建設の閣議了解から50周年

を迎えることから，筑波研究学園都市50周年記念事業として実施する。つく

ばセンター地区において未来の担い手である子ども達を中心につくばの特色

である「科学」をはじめとする各種体験参加型イベントの実施，また，｢国

際色豊かな街つくば」を象徴する国際交流事業を実施し，誘客と併せて市民

交流を図る。

２ 開催日時

平成25年５月11日（土） 12：00～18：00

５月12日（日） 10：00～17：00

３ 開催場所

つくばセンター広場，つくばサンエンス・インフォメーションセンター，

つくば中央公園，つくば文化会館アルス

４ イベント内容は別紙チラシ参照

今回の新たなイベント

・科学にチャレンジコーナーに外国人学校の２校初参加

（ブラジル人学校・インターナショナルスクール）

・消防コーナーにて起震車による地震体験

・ラヂオつくばによる，みんなでＤＪ特設スタジオにおいて，原稿読み

や20秒コマーシャルの作成体験

５ 主催

つくばフェスティバル実行委員会，つくば市

６ 予定来場者数：12万人 ※参考，昨年度の来場者数：12万人



（様式２） No.５ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年４月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

会計課

付議区分 予 定

付議事項 研究学園都市閣議了解50周年及び重要政策を周知するための封筒作成について

事案要旨 １ 実施の目的

研究学園都市が閣議了解されてから50周年目に当たり，つくば市の市政方

針を広く市民の皆さまに周知を図り，市政運営への理解を深めていただくた

めに，現在つくば市が実施している重要施策について表記した封筒を印刷す

る。

２ 実施期間

平成26年３月末まで

３ 対象封筒

角２（240mm×332mm），長３（120mm×235mm）

４ 作成予定数（前年実績）

角２：15万枚（300箱-１箱500枚入）

長３：25万枚（250箱-１箱1000枚入）

封筒は単価契約であり，必要に応じて数十箱単位で発注する。



（様式２） No.６ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年４月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

教育委員会事務局 教育施設課

付議区分 予 定

付議事項 ガラスパワーキャンペーン「寄贈プロジェクト」について

事案要旨 １ 趣旨

平成17年10月から実施されている旭硝子株式会社による社会貢献活動の

一環であり，全国の指定避難所へ「地震台風対策用合わせガラス」を寄贈

するプロジェクトである。

２ 贈呈式の実施日

平成25年５月14日（火）午後２時30分から

３ 場所 市役所５階庁議室

４ 出席者 つくば市長 市原 健一

旭硝子株式会社ガラスカンパニー日本・アジア事業本部

ビルディング事業部長 相武 弘明

５ 対象 吾妻小学校体育館

６ 内容

これまでに全国の指定避難所33箇所に寄贈され，つくば市は34箇所目

（茨城県では初）で，今回，つくば市が選定された経緯は，竜巻被害によ

る被災地であるということ。なお，工事完成後には，エコ＆防災をテーマ

に学校を対象としたガラスの出張授業を実施する予定。



（様式２） No.7 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年4月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

総務部 人事課

付議区分 予 定

付議事項 平成25年度職員採用試験（平成25年10月1日採用）の実施について

事案要旨 １ 目的

社会人等の経験のある人材をつくば市の即戦力として任用するため，社会

人等経験者を対象とした職員採用を行うものである。また，障害者雇用の充

実を図るために，身体障害者を対象とした職員採用を行うものである。

２ 募集内容

事務職１（社会人等経験者） 採用予定人数 ３名程度

事務職２（身体障害者） 採用予定人数 １名程度

３ 募集日程

募集案内配布開始日 ５月１日（水）

（配布場所：市ホームページ，市庁舎1階総合案内，5階人事課，

各窓口センター）

募集受付開始日 ５月13日（月）～27日（月）

（受付場所：市庁舎5階人事課へ持参又は郵送にて受付）

第一次試験日 ６月30日（日）

第二次試験日 ８月上旬頃

採用日 10月１日



（様式２） No.８ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年４月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

企画部 行政経営課

付議区分 報 告

付議事項 平成24年度つくば市民と行政が共に施策をつくる手続（パブリックコメント）

の実施状況について

事案要旨 「つくば市民と行政が共に施策をつくる手続に関する要綱」に基づき，別紙の

とおり９件の条例・計画案件等を公表し，下記のとおり意見等の提出を受け，

条例・計画案等に反映された。

１ 実施案件 ９件（条例案３件，計画案等６件）

２ 意見の提出があった案件 ７件（提出者41，意見数161件）

３ 意見により修正があった案件 ６件（条例案２件，計画案等４件）



（様式２） No.９ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年４月26日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

企画部 交通政策課

付議区分 報 告

付議事項 平成24年度「つくバス」及び「つくタク」の運行実績について

事案要旨 ルート再編後２年が経過した「つくバス」及び運行開始から２年が経過し

た「つくタク」の利用実績，運行経費等について報告する。

１ 利用者数 （平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）

つくバス：７４４，５３１人／年

平成23年度に比べ１２５，０８９人（２０％）増

年間365日運行，１日１便当たり換算：約６．６人の利用

つくタク： ４６，７２０人 ／年

平成23年度に比べ１２，６００人（３７％）増

年間246日運行，１日１台当たり換算：約１．９人の利用

２ 利用特性

つくバス：主に通勤・通学

つくタク：主に高齢者等の買い物・通院

３ 運行経費

つくバス：運行経費 ３億８，９４５万３，０００円

運賃収入 １億５，５３６万７，０００円

市運行負担額 ２億３，４０８万６，０００円

利用者一人当たりの市年間負担額 ３１４円

つくタク：運行経費 １億１，８９３万４，６１０円

運賃収入 ９９９万７，５５０円

市運行負担額 １億８９３万７，０６０円

利用者一人当たりの市年間負担額 ２，３３２円

４ 利用促進のための運行改善内容と広報活動

(1) 主な運行改善内容

つくバス：バス停新設・移設，運行ルートの一部変更

つくタク：乗降場所新設・移設，運行エリア拡大，応援車両の導入

(2) 広報活動

バスガイド作成，広報つくば・区会回覧版等での周知，市HP掲載，出前

講座，バス車内掲示，民間のウェブによるバスの検索サイト（コミたん・

バスゲート）に路線案内掲載など


